
匿l児がつくったこいのぼりを・商店街に
準備をする商店街のおかみさん会＝28

鰍工市中心部の商店街の女性でつ
くる鮮抒工おかみさん会は28日、さば

えつつじまつり（3日開幕）に合わ
せ、園児がつくったこいのぼりを商

店街に掲げた。観光客に見てもらい
たいとしている。

おかみさん会や市観光協会などが
企画。こいのぼりは地元備江産の廻也
を使い、縫製は委看た。市内6保育園な
どで園児に図柄を描いてもらった。

こいのぼりの長さは約60享ン、幅約

20㌢で、園児はマジックなどを色づ

けしたり、折り紙で模様を貼り付け
ていた。′200個出来上がり、商店街
の数カ所に飾る。

＝27日、越前田丁の福井総合

植物園プラントピア

チちら上と

琵琶等彗

蔓琵琶感
つ径ろ　5
け　2　カ＼月

泥んこになってソフトバレーを
楽しむ参加者たち＝29日、鯖手工
市メこ野町

漆器まつり

ガンガン撮って

鯖江3、4日写真審査

、．；●福井新風社
乙二：⊃薄

こ
い
の
ぼ
り

ノ

′　；

大
野
市
角
野
の
九
頭
竜
国

民
休
養
地
で
2
9
日
、
和
泉
地

区
の
地
層
か
ら
運
び
込
ん
だ

石
か
ら
化
石
を
見
つ
け
る

「
結
の
故
郷
化
石
発
掘
体
験
」

が
ス
タ
ト
ト
し
た
。
8
日
ま

で
毎
日
開
か
れ
る
ほ
か
、
1
0

月
3
0
日
ま
で
の
土
日
・
祝
日

も
受
け
付
け
て
い
る
。
・

和
泉
地
区
で
は
恐
竜
や
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
、
植
物
な
ど
の

化
石
が
数
多
く
発
見
さ
れ
、

り
ゆ
ら

串
－
♂
帝

植
物
園
で
見
頃

ン
カ
チ
ノ
キ
」
が
、
越
前
町

の
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン

ト
ピ
ア
で
見
頃
を
迎
え
て
い

る
。
大
き
な
白
い
葉
が
蕉
風

に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
滞
れ
、
来
園

者
を
出
迎
え
て
い
る
。

ヌ
マ
ミ
ズ
キ
科
の
落
葉
高

木
で
、
原
産
は
中
国
の
四
川

省
・
雲
南
省
付
近
。
花
が
咲

く
ま
で
に
は
通
常
1
0
～
1
5
年

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

同
園
で
は
3
本
が
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
植
え
ら
れ
て
い

る
。
白
い
葉
は
花
を
包
む
大

小
2
枚
か
ら
な
り
、
「
総
萄
」

る
。
　
（
大
森
百
合
恵
）

泥
ん
こ
笑
顔
キ
ラ
キ
ラ

鯖
江
田
ん
ぼ
舞
台
に
多
彩
催
し

鯖
江
市
片
上
地
区
の
春
祭

り
「
第
2
9
回
婦
江
か
た
か
み

春
た
ん
ば
」
　
（
福
井
新
聞
社

後
援
）
が
2
9
日
、
同
市
片
上

公
民
館
周
辺
と
文
殊
山
で
開

か
れ
、
家
族
連
れ
ら
が
多
彩

な
催
し
を
楽
し
ん
だ
。

田
ん
ぼ
を
舞
台
に
し
た
毎

年
恒
例
の
「
田
ん
ぼ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
で
は
、
魚
の
つ
か
み

取
り
、
そ
り
引
き
競
争
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
の
〝
3
競
技
″

を
開
催
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
に

は
1
3
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
主

婦
や
若
者
ら
が
レ
シ
ー
ブ
な

ど
で
勢
い
よ
く
泥
し
ぶ
き
を

上
げ
る
た
び
に
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
か
ら
拍
手
や
歓
声
が
上
が

った。公
民
館
前
広
場
に
は
飲
食

ブ
ー
ス
が
出
店
。
特
設
ス
テ

ー
ジ
で
は
踊
り
や
太
鼓
演
奏

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

竃
∵
千
号
ス
一

畳

l

「

命
令
帝
／
ノ
晰
命
令
命
令
命
令
命
令
朝
命
朝
命
朝
命
命
令
命
令
帝

イ
ベ
ン
ト
で
撮
影
し
た
写

真
を
募
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
（
福
井
新
聞
社
後
援
）
も

始
ま
り
、
5
月
2
0
日
ま
で
作

品
を
募
集
し
て
い
る
。
詳
細

は
春
た
ん
ば
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
　
（
大
森
百
合
恵
）

地
域
の
魅
力
発
信
へ
2
0
1

4
年
か
ら
市
の
委
託
を
受
け

た
N
P
O
九
頭
竜
化
石
研
究

会
が
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

会
場
に
は
化
石
が
出
る
地

区
内
3
エ
リ
ア
の
地
層
か
ら

石
が
運
び
込
ま
れ
、
来
場
者

は
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
い
て
割

り
、
化
石
を
探
し
た
。
友
達

ら
と
体
験
し
た
石
川
裕
哉
君

（
和
泉
小
6
年
）
は
「
や
り

始
め
て
す
ぐ
に
員
の
化
石
が

見
つ
か
り
、
う
れ
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
。

予
約
は
必
要
な
く
、
1
回

3
0
分
で
大
人
1
千
円
、
中
学

料
回
嘩
ハ
ス
を
遅
行
す
る
（

福
井
鉄
道
越
前
武
生
駅
を

起
点
に
し
た
北
回
り
と
南
回

り
の
2
本
を
各
日
計
1
2
便
運

行
す
る
。
停
車
す
る
の
は
▽

福
井
鉄
道
越
前
武
生
駅
▽
I

R
武
生
駅
▽
越
前
そ
ば
の
里

▽
和
紙
の
里
通
り
▽
岡
太
神

社
・
大
瀧
神
社
▽
万
葉
菊
花

園
▽
御
誕
生
寺
▽
数
寄
屋
風

書
院
愛
山
荘
▽
紫
式
部
公
園

▽
か
こ
さ
と
し
ふ
る
さ
と
絵

本
館
▽
タ
ン
ス
町
通
り
▽
蔵

の辻。問
い
合
わ
せ
は
市
観
光
・

匠
の
技
案
内
所
＝
℡
0
7

7
8
（
2
4
）
0
6
5
5
。

（中坪佑香）

「
河
和
田
塗
　
越
前
漆
器

ま
つ
り
」
　
（
福
井
新
聞
社
後

援
）
が
3
、
4
日
、
鯖
江
市

う
る
し
の
皇
会
館
で
開
か
れ

る
の
に
合
わ
せ
、
越
前
漆
器

協
同
組
合
は
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
く
。
同
ま
っ
U
の

風
景
や
楽
し
む
人
ら
を
撮
影

し
た
作
品
を
募
集
す
る
。
1
8

日
締
め
切
り
。

撮
影
で
き
る
場
所
は
原

則
、
同
館
敷
地
内
。
越
前
塗

山
車
巡
行
、
こ
ど
も
山
車
引

き
の
撮
影
は
敷
地
外
で
構
わ

な
い
。
最
優
秀
賞
1
点
（
賞

金
3
万
円
）
、
優
秀
賞
3
点

（
同
工
万
円
）
な
ど
を
選
ぶ
。

応
募
は
カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク

ロ
と
も
四
つ
切
り
、
四
つ
切

り
ワ
イ
ド
プ
リ
ン
ト
で
。
会

場
に
あ
る
応
募
用
紙
を
添
付

し
郵
送
す
る
。
枚
数
に
制
限

は
な
い
。
結
果
は
本
紙
紙
面
、

同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発

表
す
る
。

送
り
先
は
〒
9
ュ
6
－
ュ

2
2
⊥
　
鯖
江
市
西
袋
町
3
7

の
6
の
ュ
、
越
前
漆
器
協
同

組
合
。
　
（
桑
野
真
吾
）


